
優 秀 賞
中学生以下の部

ご当地部門
未来のふるさとに
行ってみたら

ご当地部門
未来のふるさとに
行ってみたら

ご当地部門
未来のふるさとに
行ってみたら

ご当地部門
未来のふるさとに
行ってみたら

小学3年の赤木順一朗です。
走ることと、虫捕りが大好きです。

自己紹介

応募のきっかけ
アフタースクールでみんなで書きました。

作品の解説
100年後の未来、僕が住んでいる大阪の街の夜を想像して描きました。
赤い屋根の家は浮くことができて、空飛ぶタクシーが飛んでいて、鳥に擬態してる飛行機も飛んでいます。
夕焼けからだんだん暗くなっていく夜の空を描きました。

思い・受賞コメント
とっても嬉しい気持ちです。

●作者について

●作品について

中村先生

里中先生

色々なビルを楽しく
描き分けようとした工夫が伝わる。

吉村先生

四角のビル群と縦横に曲がった道、
丸い木の配置がうまく表現されていました。

審査員コメント

未来の夜
作品タイトル

赤木 順一朗
作　者

イラスト
形　式

高層ビルと緑が調和し、空飛ぶ乗り物や風車も
描かれた夢の未来ですね。住宅もあり人々が
幸せに暮らす様子が浮かぶ最高の設計です。

君の豊かな想像力に感動しました！
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